
非定常電気熱伝導解析



Step

非定常電気熱伝導解析 > 解析概要00

定常電気熱伝導解析を行った電熱線モデルに対し、
同程度の条件で非定常解析を行います。
ニクロム線(基準)パーツを使用します。

また、定常解析との結果の比較も行います。

※定常熱伝導解析の資料と同じ解析条件があるため、
操作説明を一部省略しています。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 解析設定01

①

[Add FEA] をクリックします。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 解析設定01

解析タイプを [過渡応答解析] とします。

①

②



Step

非定常電気熱伝導解析 > 解析設定01

物理タイプと、過渡応答解析における
解析時間の設定を行います。

開始 0
終了 2,400
インクリメント 30
と設定します。
この設定により、実際の時間の 0 秒
から 2,400 秒(40分)において、30 秒
ごとに解析を行います。

①

③

②



Step

非定常電気熱伝導解析 > 単位、材料設定02

単位設定を行います。

①

②

③

⑤

④

⑥



Step

非定常電気熱伝導解析 > 単位、材料設定02

①

③

④

材料設定を行います。

②

⑤



Step

非定常電気熱伝導解析 > 単位、材料設定02

材料の追加を行います。

①

②



Step

非定常電気熱伝導解析 > 単位、材料設定02

ニクロム材料を設定します。

⑤

③

⑥

②

①

④



Step

非定常電気熱伝導解析 > 単位、材料設定02

ニクロム材料にニクロム線パーツを適用します。 ①

②



Step

非定常電気熱伝導解析 > 解析設定03

①

②

③

物理タイプの設定を行います。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 拘束設定04

拘束条件を設定します。

①

②



Step

非定常電気熱伝導解析 > 拘束設定04

①
②

電圧 0 V を銅線の平面に設定します。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 拘束設定04

時間特性を変更します。

時間特性の入力ダイアログで、
開始時間 0、係数 1
終了時間 2,400、 係数 1
と設定します。 ⑥

①

②

③

④

⑤



Step

非定常電気熱伝導解析 > 拘束設定04

②

①

拘束条件を追加します。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 拘束設定04

電圧 1.5 V をもう片方の銅線の平面に設定します。

②

①



Step

非定常電気熱伝導解析 > 拘束設定04

⑥

①

②

③

④

⑤

時間特性を変更します。

時間特性の入力ダイアログで、
開始時間 0、係数 1
終了時間 2,400、 係数 1
と設定します。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 拘束設定04

拘束条件を追加します。
[温度] を選択します。

②

①



Step

非定常電気熱伝導解析 > 拘束設定04

①

③

IRONCAD の選択フィルターをパーツに設定し、
ニクロム線パーツと銅線パーツを選択します。

温度 20 C を設定します。

②

②

②



Step

非定常電気熱伝導解析 > 拘束設定04

温度を初期温度に設定します。

時間特性の入力ダイアログで、
[初期] を選択します。

①

②③

⑤

④

⑥



Step

非定常電気熱伝導解析 > 負荷設定05

②

①

負荷条件を設定します。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 負荷設定05

②

①

熱伝達率：0.000005 J/s/mm^2/C 
雰囲気温度：20 C 
をニクロム線と銅線に設定します。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 負荷設定05

⑥

①

②

③

④

⑤

時間特性を変更します。

時間特性の入力ダイアログで、
開始時間 0、係数 1
終了時間 2,400、 係数 1
と設定します。



Step

非定常電気熱伝導解析 > メッシュ設定06

[詳細メッシュ設定] を行います。

②

①



Step

非定常電気熱伝導解析 > メッシュ設定06

①

③

②

④

[詳細メッシュ設定] を行います。



Step

非定常電気熱伝導解析 > メッシュ設定06

[メッシュの生成] を行います。

①

②

③

④

⑤

⑥



Step

非定常電気熱伝導解析 > 結果表示07

①

②

解析を実行します。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 結果表示07

解析の途中経過です。
ステップごとに繰り返し解析を
行っています。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 結果表示07

解析が完了しました。



Step

非定常電気熱伝導解析 > 結果表示07

①

②
④

⑤

コンタの [オン/オフ] ボタンで
コンタ表示をオフにします。

[節点] ボタンをクリックすると、
節点の調査ダイアログが表示され、
節点を選択できます。

ニクロム線の中心当たりの任意の
節点を選択します。

結果の種類で [温度] が選択されて
いることを確認し、[選択された節点
の履歴プロット] をクリックします。

時間ステップごとの温度のグラフが
表示されます。

③



Step

非定常電気熱伝導解析 > 比較08

定常解析と非定常解析の比較を行います。

温度の最大値は、定常解析では 126.632 C、非定常解析の最終ステップ(2,400 秒)では 126.612 C
とほとんど同じ解析結果となりました。

非定常解析でのグラフを見ると、1,440 秒あたりから最大値をとり、温度変化が無くなっていることを確認できます。
この時点から、今回の条件の非定常解析において、温度が定常状態になっていると判断できます。

定常解析 非定常解析
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